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北米へ設置される装置

2

北米向けへの装置とし
て受注しました！

それは良かった！
何か条件はありましたか？

お客様からは安全認証
評価が必要との事です。

それは困ったな。
どうすれば良いだろうか？



北米へ設置される装置

3

UL認証（NRTL認証）を
取得すれば大丈夫ですよ！

納期間に合うの？

評価に時間がかかるんじゃな
いの？一台だけだよね？

確かに。今回のお客様
だけで認証までは・・・

他に手はないかな？



ULフィールド・エバリュエーションサービス

• 量産でない単一の装置、UL認証までは必要としない
⇒登録費用は不要、定期工場検査も不要

• 短期間での評価が可能
⇒基本サービスには予備検査、最終検査のみ

• 基本的に非破壊検査
⇒安全試験においては破壊を伴わない方法で実施
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UL Field Evaluation Service



UL Field Evaluation VS UL Certification

UL Field Evaluation

• 破壊試験なし

• 装置の登録情報は非公開

• 受注ごとの検査、定期的な
工場検査は要求されない

• 登録維持費用は発生しない

• 単一ものに適した認証

UL Certification

• 破壊を伴う試験がある

• 登録情報は公開される

• 型式ごとの検査、定期的な
工場検査が要求される

• 登録維持費用が発生する

• 量産品に適した認証
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UL Field Evaluation VS UL Certification

6

Field Evaluation

年間に1台または
2台（単一）

User仕様によりカス
タマイズ品が多い

UL Certification

年間に複数の受注
が見込める（量産）

同一型式での
注文のみ
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アメリカにおける電気安全に関する仕組み



アメリカにおける電気安全

9

過去に類似装置を北米に設置した
けど安全認証の要求はなかった

どうして今回要求されたでしょう？

 設置先、州、町により安全に対する
規制があります

 過去と設置先が同一でも規制局の
判断により規制が強化される場合
もあります



アメリカにおける電気安全

10

設置規制

検査と施行

安全な装置・設置

装置に関する
安全規格・認証

OSHA*
AHJ*

OSHA*: Occupational Safety and Health Administration
AHJ*: Authority Having Jurisdiction



OSHAと NRTL

OSHA – Occupational Safety and Health Administration 
（労働安全衛生局）

 OSHA は、1970年にアメリカ合衆国の議会により設立された
労働省の機関です

 労働安全衛生法を規定しています

 全ての雇用者が、重大な健康被害に至る可能性のある周知
のハザード（危険要素）に脅かされない労働環境を提供する
ことを、法律によって命じています
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OSHAと NRTL

NRTL – Nationally Recognized Testing Laboratory

 米国国家認定試験機関 -OSHAより認められている機関

 米国安全規格に沿って適合性の評価・試験を実施します

 ULはNRTLとして登録されています
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OSHAの定める法規定29 CFR 1910.303 では、労働環境に
おける全ての電気機器は、“承認”されたものであることが
要求されています。

1910.303 一般要求

(a)承認、このサブパートにより要求される、もしくは許可される
配線および機器・装置は、それが認可されたものである場合
のみ受け入れられる。

NEC 110章にも同様の表現があります。

そして、AHJがその承認の決定を行います。

13

OSHA



設置規制:

NEC(National Electric Code, 別名NFPA 70, 米国電気工事規定) 
はアメリカおよび他国でも選択される規制となっています。
今や、グローバルな規制文献です。

アメリカにおける電気安全
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アメリカにおける電気安全

NEC 110.3(B) 章 設置とその使用について

リステッドもしくはラベルドの装置を、装置に示された要領に従って設置し、
使用すること。

※ リステッド/ラベルドとは、アメリカのNRTL(国家認定試験機関)
が評価・認証した製品を表します。
ULはNRTLとして登録されています。
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アメリカにおける電気安全

NEC 110.2章 承認

この規制に要求される又は許容される配線および装置は承認されていれば
受け入れられる。

これら承認は試験機関の認証、試験に基づいて規制監督局
（AHJ）によって判断されます。

AHJはAHJが認める第三者機関が実施したフィールド・エバリュ
エーションを承認します。
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検査と施行：

規制監督局(AHJ) -
各市町村及び州のAHJは、NECに定められた
規制の施行に対する責任を有しています。
彼らは、NEC90.4によりその権限を与えられて
おり、各自治体および州の法律により支援
されます。

アメリカにおける電気安全

なるほどAHJが安全規格適合
の検証をするんだね！
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製品安全規格と認証

製品安全規格は、全ての消費者が使用する製品安全に対する
基本的製造ガイドラインを提供します。

認証(リステッド)製品は、NECに従い、正しく取り付けられ、
AHJ(NEC90.7)による承認の根拠となります。

アメリカにおける電気安全
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“評価されていない”装置とは何か？



未評価(評価されていない)の機器・装置

“ラベルドではない、リステッドではない”機器・装置の定義

AHJが認知しているNRTLのラベルもしくはマークの何れか
を以って証明すべきリスティングやレコグニションを有して
いない機器を示す。

機器や装置にNRTLラベル、
マークがない

機器や装置がリスティング
されていない型式
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未評価の機器 - 例

CEマークは、この目的(OSHA/NECの要求)を満足させるマーク
ではなく、アメリカにおいてはAHJにより受け入れられるマーク
とはなりません。

CEマークは欧州連合内を移動しやすいように自己宣言された
製品に付けられるものであり、欧州連合指令に対して評価され
た機器に付けられるからです。
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未認証・未評価の装置？
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AHJがリスティングを確認できない状況
⇒ フィールド・エバリュエーションの出番です！
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フィールド・エバリュエーションという選択肢



選択肢

一般的にAHJにより受け入れられる選択肢は以下の2つです。

1. ULに代表される国家認定試験機関（NRTL）で評価を受けた
リスティング認証、ラベルド認証機器・装置を設置する。

2. 設置される機器・装置がNRTL認証を取得していない場合は、
その機器・設備に対してフィールド・エバリュエーションを
要求する。

装置設置後に安全認証が
必要って言われたけど
上記2で大丈夫
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フィールド・エバリュエーションの歴史

• AHJは、リスティングではない設置機器に関して検査の
アシストを実施するよう要望していました。
⇒【背景】AHJ自身だけで検証するためには人員的に困難

• ULは、1976年に最初のフィールド・エバリュエーションを
実施しました。
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フィールド・エバリュエーションサービス
第三者認定機関・手順

NFPA 790 – 2014年版

第三者フィールド・エバリュエーション機関として
満たすべき基準が記載されています。

⇒ULはAHJから第三者認定機関として
認められています。

NFPA 791 – 2012年版

未検証（認証ラベルのない）電気機器評価に
対し、推奨される履行事項とその手順が
規定されています。

⇒フィールド・エバリュエーションを実施するための
手順が記載されています。
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アメリカに出荷されるこの機器に対する顧客仕様は何で
しょうか？
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仕様の事例

本プロジェクトに対し設置される全ての電気機器は以下の項目を
遵守すること。

• UL規格要求事項に適合すること

• 特定の部品・装置においてはUL規格と同等になり得る国際的
な認証規格の要求事項に適合すること

• NEC設置規制に従って据え付けること

上記条件に適合を示す証明手法は次のいずれかになります。
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仕様の事例

【対応策】

1. ULまたはNRTL機関として認定されている試験機関から
リスティング認証を取得する
＊ 認証は登録制となり定期的な工場検査が必要とされます。

2. AHJにより認知されている第三者認定機関からフィールド・
エバリュエーションの評価を受ける
＊ NFPA791にある手順に従って評価されます。
＊ 評価完了のレポートは当該認定機関からAHJに提出する

ことが義務付けられています。

UL認証または
UL フィールド・エバリュエーション
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フィールド・エバリュエーションのプロセス



フィールド・エバリュエーションの概要・流れ

32

フィールドエバリュエーション
のお申し込み

お見積りの承認・契約書の
締結、予納金のお支払

技術資料の提供
検査スケジュールの確定

UL（米国）契約書の締結
プロジェクトの開始

UL Japan 受付

見積発行
（米国または日本）

お客様（申請者） ULグループ



フィールド・エバリュエーションの概要・流れ
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技術資料の提供
検査スケジュールの確定

製品に対する是正処置・
修正

フィールド・エバリュエーション
レポートの提出

UL（米国） Field Evaluated 
Labelの発行、レポートの発行

UL Japan（UL米国）、予備
検査の実施、レポートの発行

UL（米国）設置場所での
最終検査を実施

お客様（申請者） ULグループ

AHJ（規制監督官）



ご準備していただく資料
（お見積りの段階）

該当装置に関する以下の情報／資料はお見積り額を
決定する上で必要となっています。

 製品のカタログ（WEB情報でも可）

 図面（装置概容がわかるシステム図）

 装置の電気定格情報（電圧、電流、消費電力、
全負荷定格）

 装置最終設置場所の情報（住所、名称等）
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ご準備していただく資料
（予備検査前）

該当装置に関する以下の情報／資料は予備検査の前には
検査員に提供して下さい。

 正式な最終図面一式

 電気回路図面と一致する形での識別記号を伴った
部品配置図

 全ての動力回路、電源電圧、コントロール回路、
セーフティインターロック、非常停止の回路図面

 部品リスト（全ての部品のメーカ名、モデル・カタログ
ナンバー、認証情報）

 装置のマニュアル（設置、操作、メンテナンス）
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構造の評価

ULのフィールドエバリュエーション検査員は、適用される規格に
従い構造の評価を実施します。

• 使用部品の安全認証の確認および意図される使用条件

• エンクロージャ（筐体）の構造

• 接地とボンディング

• 電気配線の適切なサイズ選定とその保護

• 過電流保護
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構造の評価

• 機器設置時に考慮されるべき構造

例：電気配線折り曲げに対する適正な空間

• 提供される主電源遮断方法

• 定格銘板および要求される表示内容
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電気試験

ULのフィールドエバリュエーション検査員は、適用される規格に
従い電気試験を実施します。

• 接地・ボンディングの導通試験
• 入力テスト (定格電圧での最大電流を測定します)

• 絶縁抵抗測定

• 耐電圧試験

• 非常停止テスト

• セーフティ・インターロックのテスト

• 温度上昇テスト

• 防水テスト(レインテスト) ※屋外設置の場合
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フィールド・エバリュエーションサービスで
対象となる装置のタイプ



制御盤/ファクトリーオートメーション/自動製造ライン
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インジェクション成型装置/工作機械/産業用熱処理オーブン

41



廃棄処分クラッシャー/給電装置/エンジン発電機
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商用調理機器/アミューズメント機器/冷暖房空調設備
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電光掲示板/照明器具/店舗用ディスプレイケース/燃焼装置

44



ラボ機器/パソコン用のサーバー/屋外設置用の給電装置
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太陽光を動力としたサイン/防火扉・防火フレーム
ソーラーパネル/風力タービン
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フィールド・エバリュエーションの指摘事例



銘鈑が準備されていない

48

電気定格等を含む情報が
銘板に必要になります



配線の屈曲スペースが不十分

49

距離が不足しています



未評価のブレーカーを使用

50

UL or NRTL認証品ではないです



過電流保護機器の選定タイプが正しくない

 UL認証品ですが補助プロテクターを使用しています

 動力回路には分岐型保護機器が必要になります

51

UL認証



正しくない配線の取付け

 一つの端子に複数の電線を取り付けています

 端子製造者が保証する取付け方法でありません

52



接地・ボンディングの方法が正しくない

ボンディング配線が
準備されていない

53



施工が雑で、問題がある

54

配線のたるみ
があります



配線識別が不適当
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工場電源の供給電圧
AC208Vと同位



フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート



フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： レポート表紙

57

• レポート表紙に記載される情報：

• 装置名称

• 申請者名

• 規制監督局の所在地

• UL担当者署名

• UL承認者署名
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 1. 要旨

• フィールドエバリュエーションの必要性、目的の説明

• フィールドエバリュエーションの申請者、最終検査の実施場

• フィールドエバリュエーションの実施の結果、適合条件の範囲内で
合格を示す記載
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 2. 適合条件

• 2.1項：

装置評価後に部品の変更、追加、構造の変更、操作機能の変更、レイア
ウトの変更等が実施された場合、合格ラベルの有効性は失効します。

• 2.2項：

合格ラベルは適用される安全規格や設置コードに適合していることを示す
ものであり、製造者、使用者またはその他第三者にその他の法的責任に
関してULが保証することは致しません。
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 2. 適合条件

• 2.3項：
この評価はレポート評価項目に記載される電撃、火災よる危険性、災害に
ついて考慮されたものです。その他の危険性について評価されていません。

• 2.4項：

レポートに特記されない限り装置が屋内設置、屋内乾燥の通常の環境条件
下で評価されています。

• 2.5項：
合格ラベルはULリスティングラベルと同等ではありません。
設置される環境下で適合性が評価されてその結果合格を示すものです。
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 3. 参照安全規格、4. 装置情報

• 3項：参照安全規格情報

• 4項：装置情報-装置名、装置概容、製造者名、
モデル名、シリアルナンバー
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 4. 装置情報

• 4.1項：ネームプレート情報

• 4.2項：合格ラベル情報
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 5. 指摘事項

• Reference：
分岐回路保護機器についての要求事項です。

• Discrepancy：
分岐型の保護機器でないという指摘事項です。

• Corrective Action：
是正処置としては分岐型のクラスCC Fuseに変更しました。
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 6. 評価の詳細

• 6項：
5.0項の指摘事項を除き3.0項の安全規格に適合していることが
記載されています。

• 6.1項：
この項に示す重用安全部品はULポリシーに従ってUL認証品または
NRTL認証品であることを検査致しました。

※ 6.2項以降は省略させていただきます。
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 7. 試験結果、8. 試験装置

• 7項：
実施された試験情報が記載されます。5項の指摘事項を除き適合していることが
記載されています。

• 8項：
試験装置の校正についての記載がされています。校正がなされ国家校正機関
またはISO17025規格適用機関へのトレースがされていることを記載しています。
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フィールド・エバリュエーションレポート事例
最終レポート： 9. 装置の写真

9項：評価された装置の写真がレポートに添付されます
• 装置全体写真（クリーンルーム用の制御盤）
• 装置内部の写真



まとめ

 アメリカの安全に関する仕組みは、複数の検証作業と
ある種のネットワークの均衡の上に成り立っています。

 認証された電気製品の要求は、圧倒的多数のAHJに
よる要請によるものです。

 フィールドエバリュエーションはひとつの解決策です。

 リスティング認証またフィールドエバリュエーションは
資格要件を満たし、認定された機関により実行され
なければなりません。

ULがアメリカ市場に参入するサポートをします
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フィールド・エバリュエーション業務に関
するお問い合わせ先



69

UL Japan Inc.
カスタマーサービス

03-5293-6200
customerservice.jp@jp.ul.com

UL Japan Inc.
C&I フィールドサービス部

Susumu.Yamamoto@ul.com
窓口：山本 進

ULフィールド・エバリュエーションに関するお問い合わせ先



ULフィールド・エバリュエーションサービスに

お任せください！



本日のご参加ありがとうございました

機械安全セミナーシリーズ

第4回： 8月27日（木） 機能安全について

第5回： 9月 3日（木） 産業機械のEMCについて

第6回： 9月17日（木） 産業機械の環境規制（RoHS, WEEE）について

＊今後のセミナーへのお申し込みもお待ちしております＊


